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小学校の学級を対象としたソーシャルスキル教育の効果
一実施手順の工夫と予防の観点から－
瀧浩平＊・柴山謙
ＴｈｅＥｆｆｅｃｔｏｆＳｏｃｉａｌＳｋｉｌｌＥｄｕｃａｔｉｏｎｆｏｒＣｌａｓｓｏｆＥｌｅｍｅｎｔａｒｙＳｃｈｏｏｌ
－ＦｒｏｍｔｈｅＶｉｅｗｐｏｉｎｔｓｏｆＰｒｅｖｅｎｔｉｏｎａｎｄModificationonProcedure-
KoheiTAKIandKenjiSHIBAYAMA
（ReceivedOctoberL2008）
ThepurposeofthisstudywastoevaluatetheefFectivenessoftheclass-basedsocialskilleducation（CSSE）
inimprovingthestudentswithlowsociallevelskillsTheCSSEstudywaspracticedonbothhighandlowsocial
levelskiustudentsandtheeffectivenesswasassessedbyselfLandteacherratedsocialskillmeasuresandwhere
thequestionnairerequiredafTeedescriptionfOrthefictitiousscene・SelfLandteacherratedsocialskillmeasures
consistedofthreefactorsofsocialskills；aggressionpro-sociality,andwithdrawnness・Ｔｈｅｒｅｓｕｌｔｓｈｏｗｅｄｔｈａｔ
ＣＳＳＥｗａｓｅｆｆｅctiveinimprovingthepro-socialityofthestudentwithlowsociallevelskills・Whentheresponse
whichwasacquireｄｆＯｒｔhequestionnairerequiredafreedescriptionfOrthefictitiousscene，theresultshowed
thattheempathicresponseincreasedandthelevelofsocialskillsimprovedinthestudentwithlowsociallevel
skills．
Keywords:socialskilLpsycho-education,elementaryschool
として捉えられているのである．
そこで，子どもたちを対象にして社会的スキルを意
図的に学習させ，彼らの対人関係能力を促進させるこ
とを目指した社会的スキル訓練（SocialSkillTraining，
以下SST）が実践されてきている．ＳＳＴは精神的問題
や不適応問題を持つ成人を対象として実施されてきた
ものであるが，ＳＳＴに関する研究が進展していく中で，
今日ではその対象を健常者や子どもに拡大し精神科
領域で実施される治療的なＳＳＴから学校などで実施
きれる教育的なＳＳＴへとその内容も拡大されてきて
いる（庄司ら1989)．
これまでの子どもを対象としたＳＳＴは対人関係に
何らかの問題を抱えている子どもに対して実施きれ，
その効果が証明きれてきた一方で，ＳＳＴで得られた効
果の般化が起こりにくいなどの問題点も指摘されてい
る．その問題点を改善するための方策の一つとして，
対象児童に加えて他の児童も一緒に訓練に参加させ，
社会的スキルとともに適切な相互作用の方法も教示す
る仲間媒介法が実施されてきた（佐藤ら1998）そし
て最近ではこの仲間媒介法を発展きせた形として学
級を－つの単位とした集団ＳＳＴが実施されてきてい
問題
心の教育の必要性が教育現場で叫ばれるようになり，
臨床心理学の観点から構成的グループ・エンカウン
ターや社会的スキル訓練といった様々な心理教育的な
方法が導入されてきている．これらの方法のどれもが，
学級という集団の中で子どもたちの適切な対人関係能
力を育成することを目的の一つとして掲げている（後
藤ら２００１；小野寺ら，2005)．
昨今の子どもたちの社会性の未熟さに対する関心の
高まりに伴い，社会的スキルに対する関心も急速に高
まり，その重要`性が論じられてきている．この社会的
スキルの重要性に目が向けられるようになった理由と
して，社会的スキルが学業成績と関連があることに加
え将来の学業成績や適応とも関連が見られることが
挙げられる（庄司ら1989)．またいじめや問題行動
といった学校不適応などの予防的方策として社会的ス
キルを学習きせる必要性の高まりも挙げられよう．つ
まり．社会的スキルの未熟さが子どもたちの対人関係
における不適切な言動や学校への不適応の原因の一つ
＊教育学研究科学校教育専攻臨床心理学分野
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る（後藤ら１９９９；藤枝ら２００１；西岡ら，2007)．
この学級を単位とした集団ＳＳＴの特徴は，子ども
たちが普段生活している学級という枠組みをそのまま
利用し通常の授業とさほど変わらない形態で実施で
きるという点にある．このため，訓練場面として実生
活に即した場面を用いることができる．また，学級の
児童全員が参加することにより，社会的スキルを適切
に学習している児童が社会的スキルの未熟な児童のモ
デルとなったり，他の児童にフィードバックを与えた
りすることもできる．つまり，学級の仲間のスキルも
同時に向上するので，訓練対象となる児童が自然場面
で強化を受ける環境が整いやすくなるのである（佐藤
ら，1998)．この学級を対象とした集団ＳＳＴのいくつ
かの先行研究は，その効果を実証してきている（藤枝
ら，２００１；後藤ら，２００１；堀ら，２００４など)．
ところで，ＳＳＴには，①重症化した対象者を中心に
して，ＳＳＴを試みる個別化の方向②一般の子どもた
ちを対象として，彼らの社会的スキルを促進きせよう
とする試み，あるいはまだ重症化していない問題行動
を抱える子どもに予防的な視点からＳＳＴを実施し
ようとする方向，という２つの流れがあると佐藤
(1998）は述べている．ＳＳＴを学校で実施する場合，
対象となる子どもの多くが心理的に健康であることか
ら，心理的な問題に対応するよりも，問題の発生を予
防することが重視されるつまり，②の予防的かつ開
発的な視点から学級における子どもの社会性の向上
を意図した心理教育的プログラムが必要であると言え
る．この予防的・開発的視点に立って実施されるのが，
ソーシャルスキル教育（SocialSkillEducation，以下
SSE）である．
実施手111頁について，先行研究において実施されてき
た集団ＳＳＴの多くはコーチング法に基づいている
(西岡ら，2007;小泉ら，2006他)．コーチング法の手
順は①言語的教示，②モデリング，③練習（行動リ
ハーサル)，④社会的強化（フィードバック)，⑤宿題
(ホームワーク）である（佐藤ら，2000）本研究では，
小学校４年生のｌ学級を対象にSSE(4セッション）を
実施した本研究のSSEプログラムは①インストラ
クション，②不適切な対人交流パターンの提示，③結
末の予測と適切性の判断，④適切なスキルの産出，⑤
小グループでのリハーサル，⑥学級全体での社会的ス
キルの実演という手順で構成されている．コーチング
法と比較して本プログラムは，「不適切な対人交流パ
ターンの提示」「結末の予測と適切性の判断」「適切な
スキルの産出」という特有の手111頁を含むこととした
これらの手順は，マイクロカウンセリングの開発者で
あるIvey（1985）のマイクロカウンセリング開発の方
法に着想を得たものであるIveyは「"カウンセリン
グで何が正しいか“をあきらかにするもっともよい方
法」が「"悪い”カウンセリングをその場で明確にす
ることであった」と述べている．このことから適切な
社会的スキルを児童たち自身で気づき，学んでいくた
めにはまず不適切な対人交流パターンを明らかにし
次いで，その結末がどのようなものになるかを予測さ
せ，適切な交流のあり方であるかどうかを判断させる
そして，その上で適切なスキルを産み出すことが主体
的な課題遂行への動機づけになると考え，実施の手順
を上記のとおり工夫することとしたのである．
また効果の検討方法についてであるが，これまで
の集団ＳＳＴ研究で見出された効果は学級全体の傾向
を示したものがほとんどであった学級全体を分析対
象として集団ＳＳＴの効果を検討した場合，天井効果
が生じ，効果の判定が困難であったことが指摘されて
いる（藤枝ら1999)．そこで本研究では社会的スキル
の程度が高い児童と低い児童とに分類し，ＳＳＥプログ
ラム前後の社会的スキルの変化を分析し，特に社会的
スキルの程度の低い児童に対するＳＳＥの効果を検討
する．社会的スキルの程度が低いと思われる児童の効
果を検討することは，予防的な視点からＳＳＥの有効
性を判断する上で必要な分析である．なぜなら社会
的スキルの程度が低い児童は対人関係や学級適応にお
ける問題を抱え込みやすいことが考えられ，学級の中
で社会的スキルを学習する必要性がもっとも高いため
である
そこで本研究では，学級を対象にＳＳＥを実施し
特にソーシャルスキルの程度の低い児童に対する本研
究のＳＳＥプログラムの有効性について検討すること
を目的とした．
方法
１対象および質問紙の手続き
1）調査対象
Ｚ県内公立小学校４年生ｌ学級の36名であった．な
お，この学級は筆者が２週間の教育実習で配当されて
いた学級であり，児童たちとは馴染みがあった
2）時期
(1)ＳＳＥプログラム実施時期
実験学級に対して200Ｘ年１０月１０日から１１月１日
までの約１ケ月にわたり,４回実施したこれらの授業
は各週に１回ずつ，６時間目の特別活動（45分）の時
間帯に実施きれた
(2)質問紙による調査の実施時期
ＳＳＥの効果を査定するために，ＳＳＥセッション開始
1週間前とＳＳＥセッション終了１週間後に社会的スキ
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ル尺度による質問紙調査を実施したまた，事後調査
では，ＳＳＥ全体の感想を自由記述で児童に求めた．テ
ストシートは，各セッションでの児童の変化を査定す
るために各セッションの始めと終わりに実施した．
3）査定
ＳＳＥの効果の査定のため，以下の質問紙を用いた
(1)社会的スキルの評定尺度（児童用，教師用）
社会的スキルの児童用自己評定尺度は，藤枝ら
(2001）が構成したものを小学校４年生に理解できる
表現に－部修正して用いたこの尺度は，①攻撃性
②向社会性，③引っ込み思案の３つの下位因子，全２０
項目で構成きれている．回答は各質問項目に対しど
れくらい当てはまるかを５件法で求めた．
社会的スキルの教師用評定尺度は，児童用自己評定
尺度と同じ項目を用いた学級内の児童一人一人の社
会的スキルの行動について，各質問項目にどれくらい
当てはまるかを５件法で回答を求めた．
(2)テストシート
テストシートは，ＳＳＥの各セッションの標的スキル
を必要とする架空の対人関係場面を絵画とシナリオと
で示すものである．これはＰＦスタディ(絵画一欲求不
満テスト）を参考に筆者が作成したもので，児童がそ
の場面に対してどう反応するかを見るものである．そ
の絵画の中の空白の吹き出しに反応を記入させ，内容
とその変化から回答者の社会的スキルの程度を評価し
た．テストシートは，＃２，＃３，＃４のインストラク
ション後と学級全体での社会的スキルの実演後に実施
した．
このテストシートで採用した場面は，筆者が児童た
ちと接していて実際に出会った場面や児童が学校生活
の中で出会いやすいであろうと推測した場面を用いた
各セッションの効果は，このテストシートから得られ
た前後の反応の変化によって検討きれたまた，各テ
ストシートで採用した課題場面の概略を表１に示す．
2．実施プログラム
1）標的スキル
標的スキルの決定にあたっては，実験学級の学級担
任と話し合って決定した．そのための材料として，事
前調査と同時に児童に自分の行動を振り返るためのア
ンケート（河村，2001）を実施したただし，このア
ンケートはそもそも中学生用に作成されたものなので，
学級担任に内容を検討してもらい，－部修正して用い
た回答は各質問項目についてどれくらい当てはまる
かを４件法で求めた．このアンケートを児童に回答さ
せ「あまりしていない」「ほとんどしていない」に多
く回答された項目を，児童たち自身がまだ未熟である
と感じているスキルとして取り上げたこのアンケー
トの結果には，「困ったときに他人に手助けを頼め
ない」「イライラしたときに，すぐカーとなる」が多
かったこの結果と國分（1999）の「基本ソーシャ
ルスキル12」を参考にしながら筆者と学級担任とで
話し合った結果，児童の実態や発達段階などを考慮し
て，「上手な頼み方｣，「気持ちのコントロール」の２
つを標的スキルとして選定した
「気持ちのコントロール」スキルは國分（1999）に
よると高学年向けとされている．しかし，学級担任と
の話し合いの結果，学校生活を送る上での児童にとっ
て必要であるという点と児童の実態から見て十分実施
可能であるとの判断から取り上げることとした．
2）プログラム構成
対象となる児童たちはこれまでにＳＳＥを受けたこ
とがなかったため，本研究のＳＳＥプログラムは，社
会的スキルについての理解を促すための導入セッショ
ン（＃１：導入）を含めた続いて，＃２は「上手な
頼み方｣，＃３と＃４は「気持ちのコントロール」の計
４セッションとした＃３では「問題場面でトラブル
を発展させない対処の仕方を考えさせること」を主に
取り扱い，＃４で直接的に「気持ちのコントロール
法」（自己会話）を学習させた各セッションの内容
は，標的スキルに応じて國分（1999）を参考にした．
表Ｌテストシートの各問題のストーリーの概略
テストシート１：相手に頼む行動を必要とする
①：授業中に隣の児童から授業と関係のない話をしきりに話しかけられ困っており，相手に静かにし
てほしいことを頼む場面。
②：一つしかない遊具が既に他者に使われており，待っていてもなかなか順番が回ってきそうにもな
いので，その人に自分にも使わせてほしい旨を伝える場面。
テストシート２：カーッとなりやすい場面での適切な対応を必要とする。
①：他者が自分の文房具を勝手に使用しており，何も言ってこず，返そうともしないときにどのよう
に対処するか。
②：掃除中にふざけている人の持っている箒が当たってしまった。ところが，相手が笑いながら謝っ
てきたときにどのように対処するか。
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表２．プログラムの概略
目的
社会的スキルについての理解を深める。
助け合いの大切さを知り，適切な頼み方を身につける。
自分のイライラした気持ちに気づき，感情をコントロール
することの大切さを理解し,その方法を身につける｡また，
問題が起こったときに心を落ち着けて適切に対処するこ
とができる。
内容セッションー
＃１
＃２
＃３
＃４
導入
上手な頼み方
気持ちのコントロ
ーノレ
表２に各セッションの概要を示す．
3）各セッションの実施手続き
各セッションの実施前には，トレーナーの教示とそ
こから予測されうる児童の反応を授業の展開に沿って
シミュレートしたセッション案を作成したそして，
それをもとに大学の指導教員と検討を行い，適宜修
正・変更を加えた．
ＳＳＥを実施するにあたり，筆者（トレーナー）を含
めた大学生３名がスタッフ（VTR撮影及び，ロールプ
レイの補助）として学級に入ったなお，学級担任は
教室後方でＳＳＥ全体を観察してもらった
4）各セッションの流れ
ＳＳＥプログラムは以下に示す流れに沿って実施され
た．セッションの流れの概要を，図ｌに示す．また，
全セッションにおける行動観察とセッション分析の補
助として，ＶＴＲ撮影を学級担任の許可を得て行った．
(1)インストラクション
標的となる社会的スキルの意義と必要性を意識させ，
各セッションにおける学習目標を明確にするために児
童の日常生活場面に沿った場面を課題場面として取り
ｌげた．
(2)不適切な対人交流パターンの提示
課題場面を用いて，スタッフが社会的スキルの未熟
さから来る不適切な対応方法を示す場面を児童に提示
した．
(3)結末の予測，適切性の判断
提示した不適切な対人交流パターンをとり続けてい
くと社会的な結末はどうなるかを考えさせ，意見を出
きせた．これにより，不適切な交流パターンによる対
人関係上のデメリットを児童たち自身で明らかにして
いった．
そして，不適切なスキルによる結末を明らかにした
後に提示した対応方法が適切であるのかどうかを判
断させた．
(4)適切なスキルの産出と各自の対応方法の選定
児童に提示した対応方法のまずかった点や改善すべ
き点を考えさせ，意見を出させた．ここで出された児
童の意見をもとに標的スキルの具体的な行動を明らか
にしていったそして各自に，提示した課題場面と同
じ場面に自分が立たされたときに自分ならどのように
対応するかを考えさせ，所定のワークシートに記入さ
せた．
(5)小グループでのリハーサル
４～５名からなるグループを構成し，各グループ内
で各児童が考えた課題場面における自分なりの対応の
仕方を役割交代しながらロールプレイさせた．そして，
実演してみてどのような印象を抱いたのかについて，
相手にフィードバックを与えさせたまたロールプ
レイに参加していない同じグループのメンバーからも，
観察して感じたことをフィードバックさせた最後に
話し合いの時間を設け，グループ内で実演された社会
lX1Lセッションの流れの概要
不適切な対人
交流パターン
の提示
学級全体での
社会的スキル
の実演
振り返り
まとめ
小グループで
のリハーサル
インストラク
ション
･結末の予測
･対応の適切
’性の判断
適切なスキ
ルの産出
各自の対応
方法の選択
と決定
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的スキルの中で最もよいものを選ばせ，その社会的ス
キルを産出した児童を代表者とした．
(6)クラス全体での社会的スキルの実演
各グループの代表者が学級全員の前で実演させ，そ
の対応の仕方の良かった点や改善点を観察していた児
童からフィードバックきせた．
(7)授業の振り返りとまとめ
各セッションの最後に，各セッションにおいて学習
したことや感じたことを振り返らせ，所定の用紙に記
入させたそして各セッションの標的スキルを再確
認し日常生活の中にセッションで学んだことを活か
していくよう教示しまとめとした．
5）プログラム実施後
プログラム実施後には，授業中に記録したＶＴＲを
もとに各セッションの振り返りを筆者が行い，それを
もとに指導教員とプログラムを検討した．そこから問
題点を明らかにし，次回のセッションに活かしていく
ことができるように次回のセッション案の修正・変更
を行った．
｡f=28,ｐ＜０５)。高社会的スキル群には有意な得点の
変動は見られなかった．
2）社会的スキルの教師用評定尺度の結果
社会的スキルの児童用評定尺度と同様に２要因の分
散分析を実施した．
その結果，ＳＳＥ前後の主効果はどの因子においても
認められなかったが，こちらも「向社会性」因子にお
いてのみ交互作用が認められた（Ｐ（1,28）＝6.68,ｐ＜
05)．そこで同様にTukey法による下位検定を実施し
たところ，低社会的スキル群は事前調査から事後調査
にかけて有意な得点の増加が見られたが（q=3,92,
df=28,ｐ<,051高社会的スキル群にはこのような有
意な得点の変動は見られなかった
3）学級全体を対象とした各尺度の結果
学級全体を対象として，各尺度のそれぞれの因子ご
とに事前調査と事後調査との平均値間でt検定を実施
したその結果，「社会的スキルの児童自己評定尺度」
｢社会的スキルの教師用評定尺度」ともに有意差は見
られなかった．
4）テストシートの結果
結果は，①事前調査での高社会的スキル群と低社会
的スキル群との反応の比較と②SSE前後の反応の変
化の比較とでＳＳＥの効果を検討したここで言う変
化とは，テストシートに記述された内容の変化と口調
や言葉遣いの変化を指しこの変化は評定尺度の「攻
撃性」「向社会性」「引っ込み思案」の３因子を基準に
筆者が判定した
まず事前調査の反応を比較した高社会的スキル群
の反応は自分だけでなく相手のことも考えて対応し
口調や言葉遣いも優しく，丁寧なものが多かった例
えば，テストシート２の①場面では，「ねえ，その消
しゴムと鉛筆，僕のだから返して．今度から使うとき
は僕に言ってから使って」というように相手に自分の
意見を主張するとともにトラブルにならないような代
替案も加えて伝えている．他に「何で使ってるの？理
由を教えて」というように相手の状況をまず理解し
ようとする言葉かけなどが多く見られた一方，低社
会的スキル群の反応は，命令形のきつい口調であった
り，自分のことを中心に考えて応答したりする者が多
いことが分かった例えば，同じテスト場面で「だめ
だよ勝手に使うなよ・早く返せよ．人のもの勝手に
使うなよ」「勝手に使ったらだめだよ」というように，
言葉が少なかったり，相手とトラブルになり得る言い
方をしたりしているものが多く見られた社会的スキ
ルは他者との円滑な人間関係を結ぶための技術である
が，そのためには自分中心ではなく，相手の立場に
立って物事を考える他者の視点が必要となる．つまり，
相手のことも考えた反応を見せた高社会的スキル群は
結果
1．質問紙の結果
分析の対象となった児童は，既に述べた２つの社会
的スキル評定尺度について，事前調査と事後調査の全
てに回答した児童である．対象となった児童は，男子
１８名，女子１５名であったＳＳＥが社会的スキルの程
度の違いによってどのような効果があるのかについて
分析するため，被調査者をＳＳＥ前に実施した２つの評
定尺度の得点で高社会的スキル群と低社会的スキル群
とに分類したこの分類は，藤枝ら（2001）の方法
に基づいて行ったこの際，各群の人数の偏りが大き
くならないよう，上位４分の１（最上位より８名）を
高社会的スキル群，下位４分の１(最下位より８名）を
低社会的スキル群とした．
以下，各評定尺度について。それぞれの結果を示す．
1）社会的スキルの児童自己評定尺度の結果
ＳＳＥの効果を見るために各下位尺度得点を従属変
数として．群２（高社会的スキル群，低社会的スキル
群）×測定時期２（事前，事後）の分散分析を実施し
たその結果，「攻撃性」「向社会性」「引っ込み思案」
の３因子で，ＳＳＥ前後の主効果は見出されなかった．
しかし「向社会性」因子においてのみ交互作用が見
られた（Ｐ（1,28）＝5.21,ｐ<05)．そこで，群と時期
の有意な交互作用についてTukey法による下位検定を
試みたところ，低社会的スキル群は事前調査から事後
調査にかけて有意な得点の増加が見られたが（q=3３４，
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問題もあるが，ビデオカメラを向けられるとそちらに
気が散ってしまいやすく，他のグループと比ぺて完成
するまでの時間がだいぶかかっていた．
一方,４人中３人が高社会的スキル群児で構成きれて
いるあるグループでは，活動のI祭，若干の言い争いは
あったものの，その内容は作業に関するものであり，
それぞれのメンバーがお互いに意見を主張しあって活
動を進めていたまた必要な役割や作業をそのとき
の状況に応じて判断し，全てのメンバーが製作活動に
参加して効率良く進めていた
クラス全体でのシェアリングでは，多くの意見が出
されたまた，１人が発表するごとに「同じです」と
いう意見や「あ－」という共感から出る感嘆の声が漏
れ，まとまりのある雰囲気で進んでいった．ただし，
時間が授業の枠（45分）を超えて60分もかかってし
まったので，終盤では児童たちに疲れが見えていた．
このセッションにおける児童の感想には，「社会的
スキルがどういうものかわかった」というものの他に
｢外側（されて嫌なこと）が多かったから，内側（き
れて嬉しいこと）を増やしていい班にしたい｣，「内側
に書いたことを目標にしたい｣，「今日みたいに真剣に
考えたことがなかった」という感想があり，社会的ス
キルについての理解だけでなく，これまでの自分たち
の行動の反省の機会になったようであった
2）＃２：「上手な頼み方」
グループでのリハーサルでは，人前で演技すること
を恥ずかしがってなかなかできない児童がいることも
予想していたが，実際はそうではなく，どの児童も積
極的に取り組む様子が見られた．しかし，中には声が
小さいために周りで観察している児童にまで声が届か
なかった児童も見られたそのような場合，観察して
いる児童たちが「聞こえなかったから，もう一度やろ
う」と促したり，身を乗り出して聞いてあげようとし
たりしていたため，そのような児童もくじけることな
くリハーサルを続けることができていた全体的に楽
しんで取り組んでいる様子であった．しかし，－人の
リハーサルが終わったら，すぐに次の児童に移ってし
まい，フィードバックが不十分になりやすい傾向が
あった．そのため，場合に応じてフィードバックを十
分にするように促す必要があった
クラスでのロールプレイに移る前にグループでの代
表者を決める際，話し合いの中でそれぞれの良かった
ところを指摘しあい，納得しながら代表者を決めてい
たグループは半数程度であった．他のグループでは自
分が代表者になりたいと主張しあって意見の収拾がつ
かず，じゃんけんで決めようとしていたり，多数決を
行って，その結果を選ばれた人の意思を尊重せずに押
し付けようとしたりしていた前者の場合は，話し合
テストシートにおいても社会的スキルの程度の高さを
示したと言えよう．一方，低社会的スキル群の反応の
特徴には，命令形のきつい口調であったり，自分のこ
とを中心に考えて反応したりしていることが挙げられ
る．そのため，高社会的スキル群と比較して全体的に
発言数が少ないものとなっている．
次に各セッションの開始時と終了時の反応を検討し
た．高社会的スキル群はどのテストシートにおいても
反応にはあまり大きな変化は見られなかったが，低社
会的スキル群の半数の児童には相手を思いやるような
内容や表現への変化が見られた．具体的には「勝手に
使っちゃだめだよ．ちゃんと聞いてから使わないと」
というように，高社会的スキル群において見られた代
替案の提示を行ったり，トゲのない言い方をしたりす
る反応に変化していた．全ての低社会的スキル群の児
童に当てはまることではないが，およそ半数の児童に
おいてこのような変化が見られたことは，ＳＳＥを通し
て彼らが相手を思いやって対応することができるよう
になったことを示していると考えられる．また，この
ような低社会的スキル群の変化後の反応を高社会的ス
キル群のものと比較した場合，その内容や言葉遣いに
おいて類似した点が多く見られたこの結果から，社
会的スキル低群に見られた変化は，社会的スキルの水
準の向上を示唆するものであると言えよう．
2．各セッションの児童の反応
1）＃１：「導入」
セッション１では導入のための活動として「ビー
イング」を実施した．ビーイングとは，人型の枠を広
用紙に描き，その枠の内側には他者からされて嬉しい
ことや人にしてあげたいこと，枠の外側には他者から
されて嫌なことを書き込んでいくという活動である．
そして，その内側に書き込まれる内容がソーシャルス
キルに該当する行動であることを示し児童らにソー
シャルスキルについての具体的なイメージを持たせる
ことをねらって実施した実際の活動では，製作活動
であったのでどの児童も楽しんで取り組んでおり，学
級全体として活気があった
しかし,５人中４人が低社会的スキル群児で構成され
ているあるグループでは，リーダーシップをとる児童
がなかなか出てこなかったために他のグループより
作業が出遅れていた．そこで筆者がグループ内での役
割を決めて取り掛かるよう促したところ，１名の男児
がビーイングのモデルとなり，女児が下書きに入った
しかし他の児童はその様子を見ているだけであり，
自分から意見を出したり，何か手伝いをしようとした
りする様子はあまり見られなかったしかし，活動に
は楽しんで参加している様子であったまた慣れの
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いによって決定していく過程を筆者もそのグループの
話し合いに参加して導くようにしていったまた，後
者の場合はまず選ばれた児童の意思と拒否する理由を
確認した上で，多数決という方法で決めたことであっ
ても選ばれた人の意思は最大限尊重されなければなら
ないことを説明しもう一度話し合うように促した．
クラスの前でのロールプレイでは，８つのグループ
の中からトレーナーがランダムに４人の代表者を選ん
で前に出したそして代表者１人１人にロールプレ
イを行わせたどの代表者のロールプレイも，観察す
るクラスの児童たちは温かく見守っていたまた，
フィードバックの時には多くの児童が挙手をし率先
して良いところを伝えようとしていた．このクラスの
雰囲気もあって，代表の児童たちは嬉しそうな様子で
あった．このときに前に出した代表者の中に低社会的
スキル群に属する児童はいなかったが，学級担任によ
ると，普段あまり前に出て発表をすることのない児童
が代表者に１人含まれており，自分で決断して発表し
たことから児童の変容がうかがえた．
また。このセッションでの感想では，「○○さんの
□□が良かった」というような感想が多く，クラスで
のロールプレイが多くの児童に強い印象を残していた
ようであった．
3）＃３：「気持ちをコントロールする①」
グループでのリハーサルでは前回経験しているこ
ともあって，スムーズに活動に入れていた今回も児
童たちは積極的に楽しんで活動している様子であった
しかし今回のロールプレイの役割の一つが「しつこ
く誘う」役であったので，その誘う役になった児童の
中に少しふざけている様子が見られる児童もいたま
た，今回もグループ内でのフィードバックにまだ不十
分さを残していたそのため，トレーナーがその中に
入り，感想や良かった点，改善点を児童たちが見つけ
出すよう促した
ただし今回はこの後のクラス全体での活動で学習
目標となる具体的な行動を児童たちが明らかにするよ
うにセッションの展開を計画していたので，今回はリ
ハーサル前の段階でセッションでの学習目標となる具
体的な行動を特に教示していなかったそのため，適
切な行動を児童たちは把握していないので，それが児
童の行動に反映されず，ロールプレイをやった感想と
してあまり上手な解決の仕方ではないという印象を与
えてしまう児童もいた．
クラスの前でのロールプレイは，前回の授業で取り
上げたグループ以外から５人の代表者をトレーナーが
選び，ランダムに前に出して行わせたその中には，
前回周りの児童から推薦されていたが涙を浮かべて
まで「やりたくない」とクラスでの発表を拒否してい
た児童が入っていた今回は本人から「前回は泣い
ちゃったけど，今日はやります」ときっぱりとした様
子で申し出てきたので，勇気づけた上で発表きせた
今回の代表者の中に低社会的スキル群に属する児童は
２人いた．この２人のロールプレイは，他の児童より
も声が小さく，台詞が短いものであった．しかし前回
と同様，観察している児童たちは，発表者を温かく見
守り，適切なフィードバックを多くの児童が与えてい
たそのため，どの代表の児童も温かい雰囲気の中，
ロールプレイを完遂することができたまた，児童た
ちのフィードバックの中から，学習目標となる標的ス
キルを構成する具体的な行動を明らかにすることがで
きた．
このセッションでの感想には前回と同様，代表者の
ロールプレイに対する感想のほかに「○○さんのまね
をしたいです」というような他者から学び，適用して
いこうとする姿勢を表現したものがあった．
4）＃４：「気持ちをコントロールする②」
前回，児童たちの意見から明らかにした内容に加え
て，気持ちを落ち着けるための方法として「自己会
話」を紹介した．自己会話とは，「落ち着け，落ち着
け…」といったように気持ちを落ち着けるための短
い言葉を心の中で繰り返し唱え，イライラしてしまう
場面にうまく対処するための方法である．トレーナー
のモデルを通して，どの児童も自己会話を理解できた
ようであった．グループに別れてのロールプレイでは，
お互いを見守りながら，楽しんでリハーサルを行って
いたしかし今回もグループ内でのフィードバック
が十分に機能していたと言えるほどではなかった．活
動に入ってしまうとロールプレイに取り組むことに熱
心になり，フィードバックのための話し合いがおろそ
かになりやすいことは今回も同様であったまた相
手を誘う役を演じるに当たって，相手を強く揺すると
いう行動があるグループにおいて見られたこの行動
をはじめに行った児童は，低社会的スキル群に評定き
れており，また，攻撃'性の高さを指摘きれた児童で
あった．この児童の後，同じグループのメンバーにも
その行動が伝播し，そのグループにのみそのような行
動が見られるようになった
クラスの前でのロールプレイでは，４人の代表者を
前に出して行った今回の代表者の中に低社会的スキ
ル群児は１人含まれていた今回は，より現実的な場
面に近づけるために，すぐには相手役が納得しないよ
うにした相手がすぐに説得されず，ざらにしつこく
誘われた児童も中にはいたが，少し戸惑いながらも上
手く対処することができていたまた，これまでと同
様にロールプレイ時のクラスの雰囲気は良いもので，
多くの児童のフィードバックが与えられた
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このセッションの感想には，「自己会話」に対する
ものが多く，「イライラしがちだったけど，これを
使っていきたい」といったものや「○○さんが上手に
できていた」といったものがあり，「自己会話」やイ
ライラしたときの気持ちと向き合うことの大切さを理
解していたようであった．
また，ＳＳＥを実施するに当たって，これから学習す
る社会的スキルについて考えさせるセッションを設け
たことによって，児童たちに社会的スキルについての
理解を促すことができただけでなく，これまでの児童
たち自身の行動を振り返る機会にもなったことが児童
の感想からうかがえた．このことは社会的スキルを学
習することの意義を理解するとともに自分の行動を
反省することで，これからＳＳＥを通して学習する目
標を明確にすることにもなり，ＳＳＥへの意識を高める
ことに効果的であったと思われる．
留意すべき点としては，グループで制作活動をする
場合，進度に差が出てくるという点がある．グループ
で活動する場合，グループ内で話し合ったり，状況を
各自で判断したりすることで，それぞれのメンバーの
作業が決定される．実際に社会的スキルの程度が高い
児童の場合，上手くコミュニケーションを取りながら
それぞれが作業を分担することで効率的に活動を進め
ることができていたが，社会的スキルの程度が低い場
合，仲間との相互作用を通して自発的に自分の役割を
見出せず，他のメンバーが作業を行っているのを眺め
ているだけという状態の児童が見られた．
クラス単位で制作活動に取り組む場合，上述のよう
な児童を含んだグループが出てくることが多分に予想
される．このような場合，トレーナーや教師が介入し
て指示を与えることもある程度必要ではあるが，イン
ストラクションの段階でワークシートを使用してグ
ループの中で話し合ってそれぞれの役割や作業を決定
し，グループのメンバー全員で主体的に完成させるこ
とを強調しておく必要があると考える．
セッション２から４では，標的スキルを学習する
セッションに入った．本研究では，標的スキルを選択
する際に，児童たちにアンケートを実施し普段の生
活で児童たち自身が未熟であると感じている社会的ス
キルを取り上げたこれは児童たち自身がまだ未熟
だと感じているスキルのほうが，そのスキルを学習す
る必要性を高める上で有効であると考えたためである．
ただし，標的スキルを選択する際には，多くの児童が
未熟であると感じている社会的スキルだけでなく，担
任教師による報告やトレーナー自身の観察などの多角
的なアセスメントにより選択する必要もあろう．
ＳＳＥセッションは，①インストラクション，②不適
切な対人交流パターンの提示，③結末の予測と適切性
の判断，④適切なスキルの産出，⑤グループでのリ
ハーサル，⑥代表者によるクラスの前でのロールプレ
イ，という手続きで行われた．
まず，不適切な対人交流パターンの提示であるが，
集団ＳＳＴの方法として広く採用されているコーチン
グ法の手続きでは，適切なモデルを示す．Bandura
3．児童の感想
ＳＳＥセッション終了１週間後の同時間帯に児童に
質問紙への回答と全体の感想を自由記述で求めた児
童たちの感想の多くが，スタッフらによるロールプレ
イが楽しかったことやグループでの話し合い，他の児
童の発表を見たことが印象に残ったというものであっ
たまた，ＳＳＥを通して実際に達成できたことや活か
していきたいことなどが述べられていた．
４学級担任から見た児童の変容
ＳＳＥ終了後から約１ヶ月の問を置いて，その後の児
童の変容を学級担任に検討してもらったその結果，
以下の３点が明らかになった．
①グループ活動において，これまで発言の少なかった
子がたくさん話をしている場面が見られた．
②グループ内ばかりでなく全体での発表も積極性が出
てきたように感じられる．
③クラス内で温かい言葉かけが増えてきたように思う．
考察
本研究では，小学校４年生ｌ学級を対象にＳＳＥを実
施した結果，社会的スキルの程度の低い児童において，
SSEが彼らの向社会性を向上きせるのに有効であった
ことが示きれた以下，このような結果となったと考
えられる要因について述べていく
1．プログラム内容について
セッションｌでは，社会的スキルについての理解を
深めさせるという目的で導入のための活動を実施した．
制作活動の要素が多く含まれている活動であったため，
ほとんどの児童が積極的な取り組みの姿勢を見せてい
たＳＳＥをはじめ，構成的グループ．エンカウンター
などの心理教育を効果的に実施するには児童の動機
づけを高めることが前提となる．そのためには，児童
に「やってみたい」という意欲を引き出させるための
工夫がプログラムに求められる（國分，1999)．この
セッションでは多くの児童が楽しみながら積極的に取
り組む様子が見られたので，このような制作活動を取
り入れたことは児童の活動への動機づけを高める上で
有効であったと思われる．
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(1975）の社会的学習理論によるモデリングの原理に
よって観察者が他者の行動を学習することを意図した
ためである本研究では，この段階では不適切な行動
を児童たちに提示した．そのねらいには，児童の課題
意識を高め，そのセッションにおける目標を児童自身
に明確化させることがある．つまり，インストラク
ションにおける目標の言語的教示に加えて，不適切な
行動パターンを観察きせ，児童たち自身で改善すべき
行動を明確にしていくことで，そのセッションで学習
目標となる行動の理解を促すのである．実際のセッ
ションでは，教師によるモデルの提示に児童たちは大
いに関心を向けていたその後，不適切なパターンに
ついてのフィードバックを行わせたが，児童たちは的
確に問題点を捉え，学習目標となる行動を明らかにし
ていくことができたまた児童の感想にこれまでの
自分のやり方を反省する記述が見られたことから不
適切なパターンをモデルとして用いて，児童たちに問
題となる点と改善すべき点を考えさせることは，目標
行動の明確化だけでなく，児童たち自身の行動の振り
返りにも有効な方法であると言える
ただし本研究の対象児童が小学校４年生であり，
ある程度知的側面が発達していることがこのような効
果を及ぼしていると考えられ，低学年の児童や幼児を
対象とする場合は，適切なモデルの提示による観察学
習を重視する必要もあると思われる．
グループでのリハーサルの段階ではどの児童も
ロールプレイには積極的に取り組んでいた．しかし
ロールプレイに対する取り組みが積極的なあまり，そ
の後のフィードバックが十分になされていなかったグ
ループが多く見受けられたこのような場合，それぞ
れのグループにトレーナーが入って，ロールプレイか
らフィードバックまでの流れをある程度導いていった．
一人一人に対して的確なフィードバックを与える必要
があると同時にグループ内でのフィードバックをよ
り充実させるために，ロールプレイからフィードバッ
クまでをセットとしてモデリングを行うなどの必要が
あると思われる．
代表者によるクラスの前でのロールプレイでは，と
ても良い雰囲気の中で実施することができた．ＳＳＥ実
施前の時点で既にクラスの中に良い雰囲気が育ってい
たので，このことが大いに影響を与えていたと言えよ
う．そのため，「楽しい雰囲気の中で行う」（國分，
1999）というＳＳＥを実施する上で求められる条件が
整っていたことが，普段あまり発表しない児童が発表
したり，初めは代表になることを拒否していた児童が
セッションを追って発表することに前向きになったり
した要因として考えられるつまり，発表をすればク
ラスメートから拍手きれ，たくさんの児童から肯定的
なフィードバックが与えられ，自分が周りの児童から
認められるという温かい雰囲気が発表することに抵
抗を感じていた児童の抵抗を軽減させ，行動に移すよ
うになったと考えられる．
また代表者の発表を観察していた児童には，観察
学習効果が見られた．児童たちのセッションの感想に
は，「○○さんのまねをしたい｣，「□□ざんのように
すればいいんだと分かった」という記述が見られ，代
表者による発表を観察している児童にも社会的スキル
学習が促されていることが示唆された通常のＳＳＥ
のモデリングでは，１種類の適切なパターンを示すの
みであるが，児童に適切なスキルを産出させることで
児童の数だけ対応の仕方が出てくることになる．つま
り，代表に選ばれた児童のいくつかの適切な行動パ
ターンの中から，観察している児童は自分に合ってい
ると感じるものを選ぶことができるのである．このこ
とは，もっとも効力予期ができるもの，つまり，自分
もできるだろうという予想を持つことができるスキル
を自分で選択できるということでもある．クラス単位
という大人数を対象とする場合，全ての児童にとって
｢これならできる」と予期させるモデルを提示するこ
とは困難であることが予想される．むしろ，それぞれ
に合った行動を選択できるように工夫することが，よ
り多くの児童に適切な行動パターンを学習させる上で
有効であると考えられる．
以上のことから，ＳＳＥを効果的な社会的スキル学習
プログラムにするには，第１に楽しく温かい雰囲気
のもとで実施される必要があるトレーナーには，こ
のような雰囲気を作り出すよう努め，人前でロールプ
レイや発表することに対して抵抗を持つ児童の不安を
軽減することが求められる．第２に児童たち自身で
目標を明確化し，クラスで目標を共有した上で，リ
ハーサルやロールプレイを実施する必要がある．第３
に，リハーサルで十分なフィードバックが得られるよ
う教示を行う必要がある．第４に適切なモデルをいく
つか提示できるような工夫が必要であると考えられる．
2．質問紙による分析
1）社会的スキルの２つの評定尺度について
２つの評定尺度の結果より，社会的スキルの高い児
童に対して有意差は認められなかった．一方，社会的
スキルの程度の低い児童に対しては，２つの評定尺度
で「向社会性」について有意な上昇が認められたす
なわち，ＳＳＥが社会的スキルの程度の低い児童の１句社
会性を促進し，その変容が教師にも感じ取られるほど
であったと言える．
しかし本研究の結果によれば，こうした向社会性
の促進が，引っ込み思案や攻撃性には直接的に効果を
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及ぼしていないことも明らかにされた．また，教師の
視点からも同様の結果であった．
また学級全体を分析の対象とした場合，いずれの
評定尺度のどの因子においても有意な変化は見られな
かった．つまり，学級全体としてはＳＳＥの効果が認
められなかったと言える．
以上のことから社会的スキルの児童自己評定尺度
および教師用評定尺度の結果から，ＳＳＥが社会的スキ
ルの程度の低い児童の向社会性を促進する働きを持っ
ていることが明らかにきれた．この要因として次の点
が考えられる．
第１に今回ＳＳＥで取り上げた標的スキルが少な
かったことが挙げられる．本研究の実施期間は４週間
という短期間のものであったが，短期間のセッション
で多くの社会的スキルを導入した場合，対象となる児
童の社会的スキル学習がかえって困難になることが過
去の研究において指摘されている（佐藤,1996)．つま
り，２つの社会的スキルに限定して教示したことが，
児童の社会的スキル学習を容易なものにし，社会的ス
キルの習得が児童の向社会性を促進きせたと考えられ
るまた，社会的スキルの程度の低い児童に対してこ
のような結果が得られたことは，社会的スキルを獲得
する必要のある彼らにとって，ＳＳＥが有効であったと
判断することができると言えよう．
第２に児童の自己効力感の程度が考えられる飯
田・石隈（2001）の研究によると，自己効力感が高
い児童においてＳＳＥの成果が見られた一方で，自己
効力感が低い児童にはあまり効果を生み出さなかった
ことが明らかにされ，社会的スキル学習と児童の自己
効力感とが深く関連していることが示された本研究
では調査対象として自己効力感を取り扱っていない
ため，児童の自己効力感が初めから高いものであった
のか，そうでなかったのかは明確ではないしかし，
SSEの成果が見られたことから，社会的スキルの程度
の低い児童の自己効力感の高さが影響を及ぼしたこと
が推測される．自己効力感の高さが，グループでのリ
ハーサルやクラスでのロールプレイに対する不安や抵
抗を軽減し，積極的に他者に関わっていこうとする姿
勢を生み出したのだと考えられる．実際のセッション
の中でも，社会的スキルの程度の低い児童に積極的な
発言や発表が見られた．このようにセッションの中
で児童の積極的な参加と周りの児童からの肯定的な
フィードバックが，ポジティブな相互作用を生み出し，
彼らの向社会性の促進につながったのだと考えられる．
第３に実施したプログラムと質問紙項目との関連
が考えられる．今回使用した質問紙の「向社会性」因
子に関する項目は，①悲しそうにしている友達を励ま
してあげる，②みんなのためになることを考える，③
友達の意見に反対するときは，きちんと自分の意見を
言う，④友達の意見に反対するときは，きちんとその
理由を言う，⑤困っている友達を助けてあげる，⑥よ
く，友だちのことを誉める，⑦友だちのケンカを上手
にやめさせることができる，の７項目であった．これ
らの項目のうち，いくつかはセッションでも取り扱っ
た内容であったそのため，児童たちはセッションで
の成果を肯定的に評価し結果的に得点の上昇が得ら
れたことも考えられる．
しかし，本研究では，攻撃性や引っ込み思案には明
らかな効果は見出されなかった．この点は，後藤ら
(2001）の研究と同様の結果であった後藤らは，そ
の原因としてセッション期間が短期間であること，ト
レーナーの少なさ，標的スキルの選定の仕方を挙げて
いる．本研究では，トレーナーを複数人手配すること
ができたが，セッションの期間は４週間という短期間
であった．このため，社会的スキルを教示して学習す
ることはできても，それが日常生活の中で繰り返し使
用され，仲間とのポジティブな相互作用の中で行動が
変容していくまでには至らなかった可能性が考えられ
る．攻撃`性や引っ込み思案といった行動にまで効果を
出すには，それらの因子に応じた社会的スキルを学習
させ，それまでに学習した社会的スキルを実践してい
き，仲間から肯定的なフィードバックが得られる環境
とある程度の期間が必要であると考えられる．今回は，
複数人のトレーナーを手配することができても，その
トレーナー自身の経験が浅かったため，適切な教示や
フィードバックができていたかは確かではない上，短
期間であったことも問題であった．
また本研究では，特に攻撃性や引っ込み思案を
扱ったわけではなく，グループやクラスの仲間との相
互作用を重視していたことも，この２つの因子に大き
な変化が見出されなかった理由の一つとして考えられ
る．
ところで，学級全体を分析対象とした場合では，
SSEの効果がいずれの評定尺度においても認められな
かったが，以上に挙げる点が同様に原因として考えら
れる．
ＳＳＥが向社会性の促進だけでなく，攻撃性，引っ込
み思案にも効果を及ぼすようにするには，ＳＳＥセッ
ションを長期間実施するか，リハーサルやフィード
バックの機会を増やすか，標的スキルを攻撃'性や引っ
込み思案と関連させて選択するなどの必要があると思
われる．
2）テストシートについて
半数程度の社会的スキル低群の児童において相手を
思いやるような行動をとるようになったという変化が
見られたがその原因として次のようなことが考えら
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れる．セッションにおけるリハーサルにおいて，仲間
から共感的，肯定的に接してもらうという体験をした
ことや，代表者のロールプレイを観察して，仲間の相
手を思いやる行動を学習したことなどである．児童た
ちがセッションにおいて，仲間との相互作用や他者の
観察から相手を思いやることの大切ざに気づいたため
に，このような変化がもたらざれたのだと考えられる．
このような変化が見られたということは，ＳＳＥが児童
の相手を思いやる行動，つまり，共感的な行動を促し
たと推測できる．以上のことから，ＳＳＥには標的スキ
ルの学習だけでなく，仲間との肯定的な相互作用を通
して対人関係におけるポジティブな姿勢を促進する効
果もあると言えよう．
ただし，このテストシートは筆者が独自に作成した
ものであるため，質問紙としての妥当性に問題を抱え
ている．また，その結果の分析も得られた反応から受
けた印象に基づいたものであり，筆者個人による判断
であるため，的確なものであるとは言い難いそのた
め，複数人の判断の合致によって検討する必要がある．
また，対象となった児童数が少ないため，本研究で得
られたこのテストシートに関する結果を決して一般化
することができない点は限界である．そもそも，この
テストシートを使用した目的は，具体的な場面を設定
しそれに対する具体的な反応から社会的スキルの水
準の向上が認められるのか，認められるとしたらその
要因は何なのかを明らかにするためであった以上の
ような限界点を踏まえつつ，得られた結果から判断す
ると，約半数の社会的スキル低群児において相手を思
いやる行動への変化が見られ，また変化後の内容が
高社会的スキル群の反応と類似したものとなっている
ことから，低社会的スキル群児の社会的スキルの水準
が向上したことが示唆されたと言えよう．児童たちが
セッションにおいて，仲間との相互作用や他者の観察
から相手を思いやることの大切さに気づきを得たため
に，このような結果がもたらされたのだと考えられる．
標的スキルの学習だけでなく，仲間との相互作用を通
して，このような変化が得られたという事実は意義深
いことであると考える．
でも実践している児童もいることが明らかになった．
他に，学んだことを基盤にして，自分や周りの児童と
の関係をよいものにしていきたいという意欲を示した
感想も見られた．このように，相手のことも考え，良
い環境にしていきたいという意識を高めたことは，問
題の発生に予防的に働くと思われる．
4．今後の課題
これまでに述ぺてきたように，本研究ではＳＳＥが
社会的スキルの程度が低い児童の向社会性や共感性の
向上に影響を及ぼすことが明らかにされたしかし
一方で次のような課題が見えてきた
第１に，ＳＳＥの効果が「向社会性」以外の因子に反
映されなかったことである．攻撃性，引っ込み思案は
ともに何らかの処遇が必要な特`性である．本研究では
認められなかったが，これらの因子においても効果が
認められるようプログラムを検討することは，「キレ
る」子どもなどが問題となっている現在において，今
後必要なことであると考えられる．
第２にセッション期間が短かったことが挙げられ
る．実際に教育現場において長期間実施することは
困難なことであるが，フィードバックを十分なものに
し，それの機会を保証するためにも今後は期間をさら
に延ばして実施することが望まれる．
第３にトレーナー自身が挙げられる．知識，経験
ともに浅いものであったことは，セッションの進行や
的確なフィードバックに不安を残すものであったこ
の点は，今後ざまざまな場で自己研讃を重ね，より効
果的なプログラムを実施できるよう，トレーナーとし
ての技量を高めていきたい．
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3．児童の感想について
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